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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

(注) 第３四半期の連結業績の開示は前期より行っているため、平成20年３月期第３四半期における対前年同四半期増減率については記載しておりません。  

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 2,288 ― 88 ― 71 ― △22 ―
20年3月期第3四半期 1,361 ― 205 ― 205 ― 110 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △1,024.84 ―
20年3月期第3四半期 4,845.75 4,764.10

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 2,063 1,363 64.1 60,841.65
20年3月期 1,736 1,375 79.1 60,476.54

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  1,322百万円 20年3月期  1,373百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
21年3月期 ― 0.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 0.00 0.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,276 70.0 228 △30.8 192 △41.9 16 △89.8 722.00

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

(注) 詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(1)業績予想につきましては、本資料の発表日現在当社が入手可能な情報から合理的であると判断した一定の条件に基づいたものです。予想には様々な不確定要素が
内在しており、実際の業績は、様々な要因により異なる結果となる可能性があります。 
(2)当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14
号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  22,730株 20年3月期  22,718株
② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  992株 20年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  22,424株 20年3月期第3四半期  22,711株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、エネルギー・原材料価格の乱高下、米国のサブプ
ライムローン問題に端を発した世界的な金融市場の混乱等により、国内外の経済状況が先行き不透明とな
っております。 
このような状況のもと、モバイル業界におきましては、携帯電話契約数が、当第３四半期連結会計期間

末には前連結会計年度末比3.0％増の１億582万台となりました。また、第３世代移動通信サービスである
３Ｇ対応の携帯電話契約数は、前連結会計年度末比9.1％増の9,606万台に達し、堅調な伸びをみせており
ます（携帯電話契約数は社団法人電気通信事業者協会調べ）。当社グループのサービスを利用できるユー
ザー数は、３Ｇ対応携帯電話端末数が堅調に推移したことで、順調に増加しております。 
一方で、デコメーションを含むいわゆるリッチコンテンツの普及、有料コンテンツと無料コンテンツの

二極化等、モバイルコンテンツ業界の市場構造自体が急激に変化したことにより、モバイルコンテンツを
提供する企業間の競争は激化しております。また、大量のデータを高速に送受信できる高機能な携帯電話
端末が増加し、着うたフル(R)、動画などのコンテンツ等、携帯電話を介したウェブサービスが多様化し
ております。そのため、携帯電話ユーザーから、より質の高いサービスがコンテンツプロバイダーに求め
られる等、当社グループを取り巻く環境の変化は続いております。 
このような環境において、当社グループは、総合コミュニケーションプロバイダーとして、基幹事業の

デコメーションコンテンツの充実を図りながら、次の収益の柱と位置付けているケータイギフトコンテン
ツ（Ｅコマース事業）に積極的な投資を行う等、「新しいモバイルコミュニケーション・ツールによる新
しいライフスタイルの創造」をビジネスドメインとした展開を進めてまいりました。その一環として、平
成20年11月に株式会社ＮＴＴドコモが提供するアバターサービス「iアバター(TM)」への素材提供及び、
公式サイトとのサービス連携を開始いたしました。また、平成20年12月には、モデルをフィーチャーした
女性向けの渋谷系デコメーションコンテンツ「モデコレ」をオープンし、新たなターゲット層のユーザー
獲得を目指し展開いたしました。さらに、Ｅコマース事業では、平成20年12月に当社グループが運営する
ケータイギフトコンテンツ「お気持ち.ｊｐ」を、ＫＤＤＩ株式会社と株式会社ディー・エヌ・エーが共
同で運営する「ａｕショッピングモール」に展開いたしました。 
以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は2,288百万円（前年同期は1,361百万円）、営

業利益は88百万円（前年同期は205百万円）、経常利益は71百万円（前年同期は205百万円）、四半期純損
失は22百万円（前年同期は四半期純利益110百万円）となりました。 

(注) １「着うたフル」は、株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメントの登録商標または商標です。 

２「iアバター」は株式会社ディーツー コミュニケーションズの登録商標または商標です。 

３「ａｕ」はＫＤＤＩ株式会社の登録商標または商標です。 

４ その他、各社の社名、製品名、サービス名は各社の登録商標または商標です。 

  

流動資産は、前連結会計年度末に比べて48百万円増加し、1,401百万円となりました。これは主とし
て、現金及び預金の減少170百万円等があった一方で、売掛金の増加125百万円、商品の増加89百万円等が
あったことによるものであります。 
固定資産は、前連結会計年度末に比べて278百万円増加し、661百万円となりました。これは主として、

株式会社日本インターシステムの株式取得に伴い発生したのれんの増加142百万円、投資有価証券の取得
による投資その他の資産の増加162百万円等によるものであります。 
この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて326百万円増加し、2,063百万円となりました。 
流動負債は、前連結会計年度末に比べて354百万円増加し、699百万円となりました。これは主として、

買掛金の増加129百万円、短期借入金の増加270百万円等によるものであります。 
固定負債は、前連結会計年度末に比べて15百万円減少し、残高はゼロとなりました。これは、長期借入

金が全額、１年内返済予定の長期借入金となったことによるものであります。 
この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて338百万円増加し、699百万円となりました。 
純資産は、前連結会計年度末に比べて12百万円減少し、1,363百万円となりました。これは主として、

少数株主持分36百万円等により純資産が増加したものの、自己株式46百万円等により株主資本が減少した
ことによるものであります。 
  

当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、税金等調整前
四半期純利益の計上、短期借入金の純増減額等の増加要因があったものの、連結の範囲の変更を伴う子会
社株式の取得、投資有価証券の取得による支出等により、前連結会計年度末に比べて170百万円減少し、
当第３四半期連結累計期間末には543百万円となりました。 
当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
① 資産、負債及び純資産の状況

② キャッシュ・フローの状況
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営業活動の結果得られた資金は、11百万円となりました。 
これは、法人税等の支払額205百万円等があったものの、税金等調整前四半期純利益70百万円、減価償

却費75百万円、仕入債務の増加53百万円等により、資金が増加したことが主な要因であります。 

投資活動の結果使用した資金は、380百万円となりました。 
これは、投資有価証券の取得による支出129百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出219百万円等によるものであります。 

財務活動の結果得られた資金は、198百万円となりました。 
これは、長期借入金の返済による支出22百万円、自己株式の取得による支出46百万円等があったもの

の、短期借入金の純増加額270百万円により資金が増加したことによるものであります。 
  

  

平成21年３月期の連結業績予想につきましては、第２四半期決算公表時に、株式会社日本インターシス
テムを連結の範囲に含めたことにより、修正を行いました。 
しかしながら、当第３四半期連結会計期間以降、金融危機に端を発した世界的な景気後退により、当社

グループを取り巻く経営環境は予想を超えて急激に悪化しております。このような環境から、個人消費が
落ち込む等、当社グループの業績に影響を及ぼしております。 
厳しい環境が続くことが予想されますが、一層の経営努力で目標の達成を目指してまいります。つきま

しては、現時点において連結業績予想の変更は行いません。 
  

  
  

該当事項はありません。 
  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定
する方法によっております。 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定
する方法によっております。 
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の
業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対す
る税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ
て計算しております。 
なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸
表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半
期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第
９号）を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低
下による簿価切下げの方法）に変更しております。 

  この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上総利益、営業利
益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益が12百万円それぞれ減少しております。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
 ① 簡便な会計処理
  1) 固定資産の減価償却費の算定方法

  2) 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

 ② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理
  1) 税金費用の計算

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ② 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用
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  「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終改正平成19年３
月30日 企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員
会 平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期連
結会計期間から早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取
引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資
産として計上しております。 

   また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定す
る方法によっております。 

   なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通
常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

   この変更による損益に与える影響はありません。 
    

  
  

 ③ リース取引に関する会計処理基準等の適用

4

㈱アイフリーク(3845) 平成21年３月期 第３四半期決算短信



5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 543,522 714,141

売掛金 687,212 561,364

商品 89,342 －

仕掛品 10,120 424

その他 79,202 82,392

貸倒引当金 △7,651 △4,837

流動資産合計 1,401,748 1,353,485

固定資産   

有形固定資産 68,275 74,192

無形固定資産   

のれん 142,815 －

ソフトウエア 174,405 151,208

その他 21,174 65,152

無形固定資産合計 338,395 216,361

投資その他の資産 254,603 92,459

固定資産合計 661,274 383,013

資産合計 2,063,023 1,736,499

負債の部   

流動負債   

買掛金 170,372 41,276

短期借入金 300,000 30,000

1年内返済予定の長期借入金 23,342 29,996

未払法人税等 3,506 99,202

ポイント引当金 24,479 －

その他 178,094 144,630

流動負債合計 699,794 345,105

固定負債   

長期借入金 － 15,843

固定負債合計 － 15,843

負債合計 699,794 360,948

純資産の部   

株主資本   

資本金 458,061 458,028

資本剰余金 448,061 448,028

利益剰余金 461,814 467,849

自己株式 △46,012 －

株主資本合計 1,321,924 1,373,906

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 651 －

評価・換算差額等合計 651 －

新株予約権 4,151 1,644

少数株主持分 36,501 －

純資産合計 1,363,228 1,375,550

負債純資産合計 2,063,023 1,736,499

5

㈱アイフリーク(3845) 平成21年３月期 第３四半期決算短信



(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 2,288,290

売上原価 1,072,524

売上総利益 1,215,765

販売費及び一般管理費 1,127,511

営業利益 88,253

営業外収益  

受取利息 1,713

その他 152

営業外収益合計 1,865

営業外費用  

支払利息 1,598

持分法による投資損失 16,946

その他 464

営業外費用合計 19,009

経常利益 71,109

特別損失  

ソフトウエア除却損 245

特別損失合計 245

税金等調整前四半期純利益 70,864

法人税等 92,186

少数株主利益 1,660

四半期純損失（△） △22,981
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 70,864

減価償却費 75,602

のれん償却額 15,868

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,714

賞与引当金の増減額（△は減少） △38,323

ポイント引当金の増減額（△は減少） 1,321

持分法による投資損益（△は益） 16,946

売上債権の増減額（△は増加） △2,585

たな卸資産の増減額（△は増加） △19,177

仕入債務の増減額（△は減少） 53,590

未払金の増減額（△は減少） 26,980

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,785

その他 16,403

小計 216,421

法人税等の支払額 △205,353

営業活動によるキャッシュ・フロー 11,067

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △9,285

無形固定資産の取得による支出 △28,396

投資有価証券の取得による支出 △129,977

投資有価証券の償還による収入 20,000

関係会社株式の取得による支出 △40,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△219,253

貸付金の回収による収入 24,500

その他 2,101

投資活動によるキャッシュ・フロー △380,311

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 270,000

長期借入金の返済による支出 △22,497

株式の発行による収入 65

自己株式の取得による支出 △46,476

利息の支払額 △2,465

財務活動によるキャッシュ・フロー 198,625

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △170,618

現金及び現金同等物の期首残高 714,141

現金及び現金同等物の四半期末残高 543,522
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期に係る財務諸表等 

(1) 四半期連結損益計算書 

  

 
  

「参考資料」

前第３四半期連結累計期間

(自 平成19年４月１日 

 至 平成19年12月31日)

区分 金額(千円)
百分比 

(％)

Ⅰ 売上高 1,361,525 100.0

Ⅱ 売上原価 375,499 27.6

   売上総利益 986,025 72.4

Ⅲ 販売費及び一般管理費 780,910 57.3

   営業利益 205,114 15.1

Ⅳ 営業外収益

 １ 受取利息 968

 ２ 補助金収入 1,300

 ３ その他 88 2,356 0.2

Ⅴ 営業外費用

 １ 支払利息 1,496

 ２ 創立費 817

 ３ その他 0 2,314 0.2

   経常利益 205,156 15.1

Ⅵ 特別損失

 １ 固定資産除却損 2,706 2,706 0.2

   税金等調整前四半期純利益 202,450 14.9

   法人税、住民税及び事業税 92,400 6.8

   四半期純利益 110,050 8.1

9

㈱アイフリーク(3845) 平成21年３月期 第３四半期決算短信



(2) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

前第３四半期連結累計期間

(自 平成19年４月１日 

 至 平成19年12月31日)

区分 金額(千円)

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

 １ 税金等調整前四半期純利益 202,450

 ２ 減価償却費 28,139

 ３ 貸倒引当金の増減額(△は減少) 1,075

 ４ 支払利息 1,496

 ５ 固定資産除却損 2,706

 ６ 売上債権の増減額(△は増加) 30,583

 ７ 仕入債務の増減額(△は減少) △1,423

 ８ 未払金の増減額(△は減少) 1,407

 ９ 未払消費税等の増減額(△は減少) △17,747

 10 その他 △4,095

    小計 244,591

 11 法人税等の支払額 △239,298

   営業活動によるキャッシュ・フロー 5,293

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

 １ 有形固定資産の取得による支出 △62,358

 ２ 無形固定資産の取得による支出 △187,422

 ３ 投資有価証券の取得による支出 △20,000

 ４ 貸付けによる支出 △35,000

 ５ その他 521

   投資活動によるキャッシュ・フロー △304,260

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

 １ 短期借入金の純増減額 100,000

 ２ 長期借入金の返済による支出 △22,497

 ３ 株式の発行による収入 21

 ４ 利息の支払額 △1,508

   財務活動によるキャッシュ・フロー 76,016

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △222,950

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 946,481

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半期末残高 723,531
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